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（
質
問
の 

八
七
） 

答

弁

第

八

七

号 

    

衆
議
院
議
員
床
次
德
二
君
提
出
少
年
法
第
二
十
五
條
第
二
項
第
三
号
の
補
導
委
託
先
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 
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一 

 



少
年
法
第
二
十
五
條
第
二
項
第
三
号
に
よ
る
補
導
委
託
の
措
置
は
、
本
来
家
庭
裁
判
所
が
同
法
第
二
十
四
條
第
一
項
に
基

く
保
護
処
分
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
事
案
の
調
査
徹
底
を
図
る
た
め
相
当
の
期
間
少
年
調
査
官

（
旧
少
年
保
護
司
）
の
観
察
に
付
す
る
、
い
わ
ゆ
る
試
験
観
察
の
措
置
に
あ
わ
せ
て
行
う
暫
定
的
な
補
導
委
託
で
あ
つ
て
、

旧
少
年
法
に
規
定
さ
れ
た
終
局
的
保
護
処
分
た
る
少
年
保
護
団
体
に
対
す
る
委
託
処
分
と
は
そ
の
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
新
少
年
法
及
び
少
年
院
法
の
施
行
後
、
法
務
府
所
管
の
少
年
観
護
所
の
施
設
が
順
調
に
充
実
し
な
い
た
め
、
家
庭
裁
判

所
は
少
年
法
第
十
七
條
に
よ
る
観
護
の
措
置
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
応
急
暫
定
的
な
措
置
と
し

て
同
法
第
二
十
五
條
第
二
項
第
三
号
に
よ
り
各
地
に
お
い
て
利
用
可
能
な
施
設
、
団
体
又
は
個
人
を
右
の
補
導
委
託
先
に
充

て
来
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
存
立
の
法
的
根
拠
薄
弱
な
状
態
に
あ
る
質
問
の
団
体
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
の
余
地
が
存
す
る
け
れ
ど
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
法
務
府
に
お
い
て
も
、
極
力
少
年
観
護
所 

衆
議
院
議
員
床
次
德
二
君
提
出
少
年
法
第
二
十
五
條
第
二
項
第
三
号
の
補
導
委
託
先
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

三 

 



 

四 
の
拡
充
に
努
力
し
て
い
る
の
で
、
漸
次
問
題
は
解
決
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
一
層
そ
の
整
備
充
実
に
努

力
す
る
存
念
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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